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ロボット作りに熱中、地域の小中学生に講習会を開く。携帯電話を使
った、ーソナルモニタリングシステムを開発中、学会で発表。大学院
入学を目指して猛勉強。 
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集 
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　学生諸君と地域との関わりはどうなっているのであろうか。地域もまた若い学生諸君が積極的に学舎か
ら出て、若い力を地域で発揮してくれることを期待している。ボランティア活動からそれらの一端を紹介
しよう。 

 

 

  

　（財）広島市ひと・まちネットワーク「感動塾・みちくさ」
は、「みる・とる・つかう光の世界」をテーマにした小・中学
生の自然観察と、ものづくりの課外体験学習である。夏休みに
実施された３泊４日の理科・ものづくりの実体験キャンプでは、
大学生ボランティアが企画・立案・指導を行い、小・中学生に
自然と接する感動を与えた。大学生自身もまた社会教育を兼ね
たボランティアの実体験である。 

　「留学生を支援する日本人学生の会」
の研修会に本学の学生ボランティアが参
加した。大勢の留学生や他大学のボラン
ティアとふれあい情報交換した。 

学習支援 

国際交流 

ボランティア活動団
体のお祭り「ぺあそる
べ2002」にボラン
ティア団体「ＡＩＣＡＴ」
のメンバーとして参
加。ものづくりで市民
や子供とふれあい、交
流した。 

楽しく風船づくり 

交流は元気の源 

国際交流セミナー 

昆 虫 採 集 

子供たちに「ものづくり」指導　共感！ 

思いっきり楽しんだ野外活動 



提供朝日新聞社 

　震度６を想定した防災シミュレーション。広島市
で活躍するボランティアに所属する３名の学生が、
広島市災害ボランティア活動連絡協議会の主催する
訓練に参加した。本人達はもとより、「学生ボラン
ティア」の意味と今後の活動に大きな波及効果をも
たらす体験であった。 

地域防災活動へ 

広島市の祭り「フ
ラワー・フェスティ
バル」にＮＰＯ法人
「国際協力アカデ
ミーひろしま」のメ
ンバーとして参加
した。風船で動物
などを作り、活動の
PRと障害者支援
の募金に活躍した。 

写真＝2002.3.24（日）朝日新聞掲載 
　　　　 右から2人目＝岡田正和君 

 

提供：朝日新聞社 提供：朝日新聞社 

地域の生活道路・通学路をきれいに！ 

汗が出たよ！  

一人前の露店商？！ 明るく募金活動！ 

短大では 

　毎年前期と後期（本年は７月５日・１１月８日）
に、学友会の呼びかけで通学路や周辺地域の清
掃作業をしている。奉仕の気持ちや公衆道徳心
は、押し付けられるよりは自発的な行動によっ
て養われる。取り組みのきっかけとなるこのよ
うな機会は、活動を広げる源となろう。 

　９月１日（日）に実施された「空き缶等
散乱ごみ追放キャンペーン」に、本校の
生徒が参加した。海田町クリーンキャン
ペーンの一環として行われているもので、
毎年協力している。野球部員や他のクラ
ブの生徒、生徒会役員、一部教員の総勢
約５０名が、瀬野川等河川敷及び周辺のご
みを集めて回った。生徒はごみ袋を片手
に川に入り、懸命に取り組んでいた。 

高校のボランティア活動 
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工学部 
－学生の希望によって、学科の枠をこえて、最先端の技術を学べる科目群－ 

メディアステーション メディアステーション 

環境マテリアルプログラム 環境マテリアルプログラム 

環境・生命化学プログラム 環境・生命化学プログラム 

　メディアステーションは本学で初めての横断型教
育として発足し、現在２年目を進行中である。現代
の社会情勢にマッチした教育内容で当初から学生の
人気を集めている。コンピュータグラフィック関連、
映像音声関連、ネットワーク関連の３本柱からなり、
それぞれに３科目を配して合計９科目を用意してい
る。アニメーションやゲーム、ホームページ作成と
いった興味を引くものばかり。パソコン実習が中心
の実践的な講義内容である。 

　環境、資源、材料再利用は今日の技術社会の最も重要な課
題である。各種リサイクル法の施行後、企業はこの課題解決
とその産業化に向けた技術開発、或いは、これに従事できる
技術者の育成を急いでいる。横断型教育プログラム「環境マ
テリアル」ではこのような産業界の要請を踏まえ、材料を取
り扱うための「素養教育」と「技術・技能教育」を優先する。
この中では、材料科学の素養、分析、極限環境技術等々の基
盤教育がプログラム化されている。また日本の今日的な技術
発展の陰には、これを支えた繊細で優れた技術・技能の伝統
がある。各種実習を通して、日本人の優れた「個性と自信」
を体験する教育プログラムも盛り込んでいる。 

　横断型教育プログラムの一つ、環境・生命化学プログラム
は、近年重要になりつつあるバイオ、環境分野を勉強するも
ので、関連の講義の他に、課題探求として、遺伝子解析と微
生物培養、食品と水質、瀬野川や名水の水質調査、環境ホル
モンの調査などを主なテーマにしている。本年度は約５０名の
参加があった。身近な実習テーマを各自が選択し、各テーマ
について楽しみながらかつ深く調査、研究をしている。 
　このプログラムは地域での就職を有利にするための副専攻
で、従来の機械系、電気電子系、情報系の勉強に加えバイオ
と環境の知識を修得し、食品、バイオ、環境方面への進路に、
マルチ人材として就職を開くものである。 

　「役に立つバイオ、使える環境技術」をモットーに、実習重視で勉強している。バイオと結びついたバ
イオ情報、バイオメカトロニクス、バイオエレクトロニクス、遺伝子ナノテクノロジーの習得も重要な課
題である。 
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に参加してー 
　ＤＰＩは、日本語では「障害者インターナショナル」といい、
１９８１年国際障害者年を機に結成された。障害の種別を超え
て国際的に活動している障害者の当事者団体である。障害
者は差別や隔離、そして本人を無視した一方的な保護など、
人間としての尊厳を奪われることが多いが、そうした生き
方のおかしさを指摘し、自らの声を発していく活動を始めた。
この団体としての特徴は、①障害者本人の集まり、②障害の種別（精神障害、知的障害、身体障害）を超
えた集まり、③人権の問題として、社会の問題として障害者問題を考える集まりとされている。ＤＰＩは、
世界の約１５０カ国で作られており、日本ＤＰＩ会議もその一つである。４年に一度開かれる世界大会に、現代
社会学部の学生が２名（１年生・瀬戸口潤之介君と３年生・天野絵里さん）参加した。「すべての障害者
の機会均等」と「障害者組織の発展と支援による権利の獲得」をめざして世界各国から参加した障害者と

ふれあう機会を得て、自分の将来を考える良い刺激になったようであ
る。天野さんは、「聴覚障害者は手話通訳を必要としている人が多い
ので、その養成にもっと力を注がなければならないと感じた」と述べ
ている。瀬戸口君からは、「障害者運動のリーダーになるためには、
能力を発揮するだけではなく、人を組織できる人間の大きさが必要だ
と話されたことを重く受け止めた」という感想が出されている。参加
費用については現代社会学部教員からのカンパもあり、１２月１１日（水）
に報告交流集会を開催した。 

ーDPI（Disabled People's International） 

現 
代 
現 
代 
会学部  会学部  社   内定はこうやって 

初めての卒業生 初めての卒業生 “就職活動” “就職活動” 

安野　 豪くん（広島観音高校出身）：福山通運（株）に内定 

　就職活動において大切なことは、自分を企業に売り込むことだと感じました。企業から
入社してもらって利益がある人間だと思われないと、もちろん内定はもらえません。だか
ら面接の練習だけは欠かしませんでした。たった１０分で自分を売り込むのは難しいことで
す。そのために就職課に通い、模擬面接を何度もやってもらいました。そこで気づいたこ
とはノートに書いてまとめていました。すると本番でも余裕がうまれ、就職活動の終盤は
面接が楽しく思えました。堂々とした態度で面接に臨めたことが内定にも繋がったと思い
ます。 

元谷　朱里さん（進徳女子高校出身）：タイコム証券（株）に内定 

　３年生の夏休みから就職活動を始め、特に自己分析、企業研究、ＳＰＩ対策には力を入
れました。自己分析の一環として、メモ帳をいつも持ち歩き、自分の行動で感じたこと
や気付きをメモしておきました。その内容は、エントリーシート作成と面接時の自己ＰＲ
に大変参考になりました。また、面接試験の準備のために自主的に会社訪問を実施したり、
就職課主催のインターンシップにも積極的に参加しました。こうした準備のもとで就職
活動をした結果、ゴールデンウィーク前には希望企業から内定を得ることができました。 

やす  の           つよし 

もと　や　　　  あか  り 

大
学 
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★4輪トータル・ホイール・アライメント・テスタ　
　近年、車の走行安定性・快適性・経済性を求めるユー
ザ・ニーズが急速に高まっており、４輪トータル・ホイール・ア
ライメントを中心とした足回りサービスは不可欠となった。 
　「ホイール・アライメント」とは、サスペンションやステアリ
ングのシステムを構成するそれぞれの部品が、どのような
角度で自動車に取り付けられているかを示すものである。 
　これらの諸角度は、走行上の安全性と安定性・自己直
進性と接地性能・最大のタイヤ寿命が確保できるように
設定されていなければならない。 
◎測定項目 

 

短　期 
大学部 
短　期 
大学部 

緊張のスタートライン 緊張のスタートライン 

講習日程は7月27日（学科）9月6日～14日（実技） 

技能講習実施 

受講者＝60名 
修了者＝60名 
合格率＝100％ 

　第15回全国ゼロハンカーレースは、2002年 8月
25日（日）に、広島県世羅郡甲山町小谷スポーツ公園
で開催された。 
　今年は3台が出場。学生クラス24台中１台が準優
勝。女子ドライバーが１次予選突破で特別賞。もう
１台のＦＦ車は決勝に進出できなかったが、完走して
皆さんの注目を集めた。 
　ゼロハンカーとは、50CCエンジンを搭載した手作
り 4 輪車のこと。自動車短大部では、選択授業でゼ
ロハンカーを作り、毎年 8 月に開かれるスピードレ
ースに出場している。 

★損害保険募集人資格 

講習日程は7月6日（学科）7月13日～14日（実技） 

 

特別教育実施 

受講者＝37名 
修了者＝37名 
合格率＝100％ 

8 月30日～31日講習を実施し、9月4日に試験が行わ
れた。受講者＝47名、合格者＝42名、合格率＝89％ 

★中古自動車査定士（講習会、試験） 
 11月～12月の毎週土曜日（全5回）講習会を実施し、12
月11日検定試験を行なった。 

短
大 



から発信 から発信 高校 

　今年度のオープンスクールが、去る 9月29日（日）盛大に
催された。本校のオープンスクールには、例年多数の参加者で、
校内は熱気で溢れかえっている。今年度も昨年度よりも多く
の参加者があり、1,300名を超える来校者で盛り上がった。
また、女子生徒の参加者が7割と年々多くなっていくのが印
象的である。公開講座等の見学を終わった参加者は、中庭で
開かれた吹奏楽部のミニコンサートやクラブ活動も自由に見
学していた。ミニコンサートは、まさに野外ステージの雰囲
気を醸し出していた。 
　和やかな雰囲気のうちにオープンスクールは終了した。 

昨年度は米国同時多発テロ事件のため、海外旅行を含む４コースの分散型修学旅行がやむなく中止となり関東方面に変更になった。しかし、今年度は、予定通り本校独自の４コースで実施することができた 
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若き日の想い出 
－母親からの手紙に涙止まらず－ 

若き日の想い出 
－母親からの手紙に涙止まらず－ 

ひろしま国際ホテル総支配人 

広島国際学院高等学校　昭和４４年度卒業 
藤　田　一　男 

広島国際学院高等学校　昭和４４年度卒業 
藤　田　一　男 
ふじ　　　　　 た　　　　　 かず　　　　　お ふじ　　　　　 た　　　　　 かず　　　　　お 
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触
。
英
語

が
話
せ
な
い
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
苦
に
な
ら
な

か
っ
た
。
今
に
自
分
も
頑
張
っ
て
話
せ
る
よ

う
に
な
る
ん
だ
と
闘
志
が
湧
い
て
き
た
。
初

め
て
の
異
国
の
地
、
ナ
ホ
ト
カ
。
こ
こ
は
イ

メ
ー
ジ
に
あ
る
強
い
国
、
豊
か
な
国
ソ
ビ
エ

ト
な
の
か
。
荒
涼
と
し
た
貧
し
い
光
景
が
目

の
前
に
。
想
像
し
て
い
た
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の

崩
壊
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
３６
時
間
か
け
て
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
に
到
着
。
こ
こ
は
ま
さ
に
人
種

の
る
つ
ぼ
で
あ
る
。
白
人
系
、
ア
ジ
ア
系
、

モ
ン
ゴ
ル
系
、
中
国
系
と
い
ろ
ん
な
人
種
が

集
ま
っ
て
い
た
。
映
画
「
オ
リ
エ
ン
ト
急
行

殺
人
事
件
」
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
駅
を
彷
彿

さ
せ
た
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
モ
ス
ク
ワ
ま
で
一
週
間
。

力
の
強
そ
う
な
お
ば
さ
ん
車
掌
の
世
話
を
受
け
、
列

車
は
広
大
な
景
色
の
中
を
走
っ
て
い
く
。
モ
ス
ク
ワ

に
は
３
日
間
滞
在
す
る
。
さ
ら
に
夜
行
列
車
で
最
終

到
着
地
点
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
向
か
う
。
国
境
を
通
過
す

る
と
き
、
ソ
ビ
エ
ト
官
憲
が
自
動
小
銃
を
構
え
て
厳

重
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
に
対
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
入

国
は
入
管
職
員
が
簡
単
に
パ
ス
ポ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
す
る

だ
け
。
共
産
圏
と
自
由
主
義
国
の
違
い
を
感
じ
た
。 

   

　
ヘ
ル
シ
ン
キ
か
ら
、
１３
年
間
に
及
ぶ
私
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
滞
在
が
始
ま
っ
た
。
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
移
動
し
、
ユ

ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
泊
ま
る
。
野
宿
し
た
こ
と
さ
え
あ
る
。

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
６
カ
月
間
放
浪
し
、
や
っ
と
腰
を
落

ち
着
け
た
の
は
ロ
ン
ド
ン
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
何

と
言
っ
て
も
英
会
話
が
で
き
な
い
と
ど
う
し
よ
う
も
な

い
。
仕
事
も
見
つ
か
ら
な
い
し
、
雇
っ
て
も
ら
え
な
い
。

飢
え
死
に
か
強
制
送
還
か
、
私
に
は
英
語
を
会
得
す
る

し
か
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
英
会
話
を
教
え
る

テ
ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
、
猛
勉
強
す
る
こ
と

に
な
る
。
仕
事
を
探
し
て
い
る
と
き
、
英
国
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
協
会
と
い
う
看
板
が
目
に
入
っ
た
。
思
い
つ
き
で

飛
び
込
み
「
僕
は
日
本
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
で
英
国
に
修

行
に
来
ま
し
た
。
ど
こ
か
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」
と
嘆

願
し
た
。
そ
の
必
死
さ
に
同
情
し
て
く
れ
た
の
か
、
ロ

ン
ド
ン
メ
イ
フ
ェ
ア
ホ
テ
ル
に
紹
介
さ
れ
、
ホ
テ
ル
マ

ン
人
生
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
１２
年
間
、

２
つ
の
ホ
テ
ル
で
が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
た
。
父
親
が
体

調
を
崩
し
た
と
い
う
母
親
か
ら
の
手
紙
に
、
な
ぜ
か
涙

が
止
ま
ら
ず
帰
国
を
決
意
す

る
。
帰
国
後
、
ひ
ろ
し
ま
国

際
ホ
テ
ル
に
就
職
。
一
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
１２

年
後
の
現
在
も
総
支
配
人
と

し
て
頑
張
っ
て
い
る
。 



工
学
部
　
情
報
工
学
科
４
年
生
　
横
　
山
　
佳
　
奈 

 

よ
こ
　
　  

や
ま
　
　  

か
　
　    

な 

　
私
は
、
こ
の
大
学
４
年
間
で
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
り
、

パ
ソ
コ
ン
の
部
屋
を
管
理
す
る
手
伝
い
を
し
た
り
と
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一

番
熱
中
し
た
の
が
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
で
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
と

言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
の
で
す
が
、
„
プ
ロ

グ
ラ
マ
ブ
ル
ブ
リ
ッ
ク
“
と
い
う
ブ
ロ
ッ
ク
で
組
み
立
て

た
も
の
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
せ
て
動
か
す

と
い
う
も
の
で
す
。
好
き
な
形
に
組
み
立
て
ら
れ
、
そ
し

て
思
い
通
り
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
に

お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
大
学
１
年
生
の
と
き
に
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
は
じ
め
、

２
年
生
の
夏
休
み
に
は
東
京
で
開
催
さ
れ
た
コ
ン
テ
ス
ト
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
出
品
し
、
初

め
て
出
品
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
３
位
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
３
、
４
年
の

夏
も
参
加
し
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
ス
タ
ッ
フ
も
つ
と
め
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
一
つ
の

行
事
を
実
行
す
る
大
変
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

　
今
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
を
通
し
て
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
講
習

会
を
準
備
中
で
す
。
ま
た
、
卒
業
研
究
で
は
携
帯
電
話
を

使
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

し
て
い
ま
す
。
簡
単
に
言
う
と
携
帯
電
話
を
使
っ
て
家
の

状
況
を
確
認
し
た
り
、
ま
た
家
に
命
令
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

　
こ
の
研
究
を
、
第
６
回
中
日
経
営
工
学
国
際
会
議
と
い

う
学
会
で
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
で
も
あ

り
、
し
か
も
英
語
で
の
説
明
に
ひ
ど
く
緊
張
し
て
し
ま
い
、

う
ま
く
い
か
な
い
部
分
も
あ
っ
て
落
ち
込
み
ま
し
た
。
し

か
し
こ
れ
も
ま
た
一
つ
の
経
験
と
し
て
今
後
に
役
立
て
、

い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
ロボット作りがとても楽しい！ 

学会で発表！すごく緊張！ 

青　木　　純 
工学部電子工学科平成１３年３月卒業 
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発表の写真 

笑顔いっぱい！ 笑顔いっぱい！ 

あ お 　 　  き 　 　 　 　 じゅん　　  

　今社会人２年目、
南海電設株式会社
に就職して東京支
店へ配属されまし
た。東京はウワサ
以上に人が多く、
初めのうちは特に
朝の通勤電車に困

りました。今はコツも掴み、かなり慣れたところ
です。 
　会社では技術グループ
に所属し、電話関係・Ｌ
ＡＮ配線等の仕事をして
います。女性は私一人で
配属当時は不安と期待で
いっぱいでしたが、男性
に負けず頑張ろうと思っ
ています。実際、私は神経が図太いのかもしれま
せんね。学生時代は“８時間労働、週休２日制、
土日は趣味を見つけて東京生活をエンジョイしよう”
と夢を抱いていたのですが、実際の勤務時間は不
規則で休日出勤もあり、最初の１年目はかなり大
変でした。余暇がなかなかありませんが、趣味で
もサークルでも楽しめるものをと思っています。 

　在学中、硬式テニス部に入っていました。先生
に連れられて合宿にも参加し、みんなと楽しく練
習に励みました。また、長期の春休み等を利用し
てのホームステイや海外旅行など、思う存分満喫
できたと思います。勉強も私なりに頑張りました。 
　一先輩として、学生のみなさんに助言したいと
思います。まず、よく勉強すること。大学は勉強
をするところです。大学で得た知識は実社会で必
ず役立ちます。わからないところは先生に聞いて

納得のいくまで考えまし
ょう。あとは、余暇を利
用して学生生活を楽しみ、
友達をたくさん作ること。
そして、将来自分の進む
道を決めること。夢は人
それぞれ違うと思います。
国家資格、検定も大切で

す。学生時代に取れる資
格は取りましょう。メリ
ハリのある学生生活を送
り、しっかりとした目標
をもって頑張ってくださ
い。 

大学は勉強するところです！ 大学は勉強するところです！ 

学会で発表！　すごく緊張！ 
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工学部　情報工学科　１年生　蒋　光　
 しょう　　 こう　　 ぎょう 

　私は今年、留
学生として、広
島国際学院大学
に入学しまし
た。今、工学部
で情報を勉強し
ています。日本

に来てもう２年半です。その間、いろい
ろな人と会っていろいろなことを学び、
本当にいい体験になりました。 
　本学の情報工学科では今年、情報デザインに挑戦する人材育成を目指して、「ＩＴデザインコース」
を新設しました。私が選んだのはこのコースです。日本にしても中国にしても、世界中どこでも、
多くの分野で情報デザインに関する技術・感覚を身につけた人材がますます必要になるでしょう。
これからの４年間で、専攻する知識をしっかり勉強したいと考えています。学校の教科だけでなく、
日本語も引き続き勉強したいです。日本の文化、生活を深く理解するために、日本人の友達をたく
さん作り、社会活動に参加したいと思います。 
　また、勉強のかたわらで旅行もしてみたいと望んでいます。美
しい自然と豊かな史跡・文化財に恵まれた“日本人の心のふるさ
と－京都”が、特別の妙味を持つ都市であることを知っています。
是非一度訪ねてみたいものです。 
　４年間は、すごく早いと思う！大学を卒業したら、また本学の
大学院に進学したいです。日本で有意義な留学生活を送り、世の
中の役に立つ人になるよう頑張りたいと決意しています。 

希望をかたる 希望をかたる 

　僕たち剣道部は、毎週月・火・木・金
曜日の週４日厳しく、楽しく、和気あい
あいと稽古を行っています。月・木曜日
は阿戸小学校に行き、小・中学生を指導
しながら自分達の技もみがいています。

火・金曜日は大学の道場（学生会館イベントホール）で約２時間半み
っちり稽古をしています。特に金曜日は、多くの先生方やＯＢの方々
に参加していただいて、道場が使用できる時間ぎりぎりまで練習します。 
　試合では勝ち負けも大事ですが、日ごろの稽古の成果が出せるように、
そして自分に悔いが残らないような試合ができるようにと部員全員が
心がけています。勝っても負けても自他ともに「良い試合をした」と

言えるような試合が毎回できれば良いなと思っています。 
　また、練習以外での部員の団結力も強く、学園祭やその他
の学校行事でも一人ひとりが役割をきちんとこなし、最大限
の努力をするので、いつも楽しい思い出がのこります。現在
約２０名の部員がいますが、世間一般でよく言われているよう
な体育会系の厳しい上下関係はありません。先輩後輩の仲は
良く、時間があればいつのまにか部室に集まって色々な話を
したり、一緒に食事をしたりと非常に楽しいサークルです。 
　師範兼監督の上野先生、コーチで先輩の草田先生をはじめ
とする多くの人達に支えられているという自覚をもってこれ
からも頑張って行きたいと思います。 

 

心も通う猛練習！ 



 

情報工学科 

趙　　　悦　研究室  
ちょう  えつ  

高 橋 三 郎 研究室 
たか　   はし     さぶ     ろう  

工学部 工学部 現代社会学部 現代社会学部 

 

　本研究室はＰＣクラスタによる並列計算法の研究
と、インターネットにおけるデータベース応用シ
ステムの研究を行っている。在籍する４年生一人
ひとりの特長を生かすことを意識して、２～３人
のグループで関連する卒業研究に取り組んでいる。
ここで、これらのテーマの概略を紹介する。 

 １　ＰＣクラスタによる並列計算法の研究 

　組合せ最適化問題の計
算には膨大な時間がかか
ることがよく知られてい
る。ＣＰＵとメモリの速度
向上が限度に近づいてい
ることを背景に、近年、
注目されてきたのは、廉価なＰＣによるクラスタ式
の並列計算システムの構築である。優れた性能価
格比に魅力が感じられている一方、ＰＣクラスタに
向いている並列計算法の開発も求められている。
本研究室では並列シミュレーテッドアニーリング
法を中心に、このような並列計算法の研究に取り
組んでいる。 

 ２　インターネットにおけるデータベース応用システムの研究 

　インターネットの普及につれて、ネット上での
データサービスシステムの構築が多数求められる
ようになった。オンラインショッピングなどの実
用的なシステムを構築することによって、システ
ムの性能、セキュリティなどについて研究するの
がこのテーマの主
な内容である。就
職後の仕事に役立
つ実用的な内容が
多く取り入れられ
ているので、卒研
生に人気のテーマ
である。 開放的な雰囲気の研究室 

学生と共に学ぶ 

　研究室にある本をながめていると、われながらあ
きれてしまうことがある。いったい自分の専門はな
んだろうかと。わかるのは活字中毒だということぐ
らいか。 
　それでも、これらの本をいくつかのグループにわ
けることができそうだ。まず最も多いのは、軍事関

係書。卒業論文が日本軍隊
論だったくらいだから、年
季が入っている。ミリタリ
ー・ソシオロジー（狭義に
は軍隊社会学だが、わたく
しは戦争社会学とむすびつ

けている）が専門という研究者が、日本ではわたく
し１人という時代もあった。 
　もうひとつのグループが、ナチスのホロコースト
関係書。もともとは強制収容所を生きのびることの
意味を考えるために、強制収容所関係文献を読んだ
のが始まりだ。この問題に関するわたくしの考え方
は１９７０年代も今も変わりはない。だから結果的に
は新しい文献も必要なかったのだが、ホロコースト・
ブームで次々に刊行される本をつい買ってしまった
というのが実情だ。 
　これらの本をどう処分しようかというのが目下の
悩みの種だ。でも、あるテーマに関心を持つと、わ
りあいしつっこく文献を
あつめるくせがあるので、
本はふえるばかりである。
雑学・雑書乱読が生き甲
斐だからどうしようもな
いだろう。もっとも、そ
のおかげで学生のみなさ
んのどんな関心や興味に
もついていけると自負し
ているのだが。 

広報第５２号　２００３.１.１　　11

蔵書に埋もれた研究室で 蔵書に埋もれた研究室で 

著　書 著　書 



広報第５２号　２００３.１.１ 12
学校法人 広島国際学院 企画広報室 
住所：〒７３９－０３２１　広島市安芸区中野６－２０－１ 
電話：（０８２）８２０－２３４５  
ホームページアドレス  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｈｋｇ.ａｃ.ｊｐ 

？ ！ 
現
代
社
会
学
研
究
科 

　平成１５年４月、広島国際学
院大学大学院現代社会学研究科
（現代社会学専攻博士課程５年
制）を開設します。募集定員は
博士前期課程６名、博士後期課
程３名です。前期課程を修了す
ると社会学修士、後期課程を修
了すると社会学博士の学位が授
与されます。 
　本学現代社会学部（日本社会
学会正会員約２０名を擁する）の
上に大学院を設けることで、中

国地方では本格的で、かつ最高の水準を備えた社会学の教育・研究の拠点とな
ることが期待されているのです。本研究科では、いわゆる〈ソフトな社会学〉
（社会学、文化人類学、社会心理学など）を駆使して、複雑系としての現代社
会をその歴史性と全体性において解明することを目指します。研究・教育領域
は「社会学理論・方法」を中心に「産業・組織」、「国際化・比較社会」、「家
族・福祉・コミュニティ」、「生活文化・消費」など広く包摂しています。ま
た、広島の歴史的な地域社会的特性と現代的な国際社会への問題提起（情報発
信）を十分に認識しつつ、地域に密着した研究教育を行います。 
　社会学研究者に加え、実際的な職業、あるいは社会活動（公務、教育、マス
メディア、サービス産業、研究・調査機関、各種ＮＧＯなど）において高度な
専門的知識を備えた職業人として活躍できる人材の育成・再教育に寄与したい
と考えています。そのため、上瀬野キャンパスでの授業に加え、中野キャンパ
スに設けられるサテライトを使って夜間や週末の授業時間帯の講義も設定し、
生涯教育に対応できる教育環境を整備します。 

３５ 回 第 

 　第３５回高城祭が行われた。去る１１月１６日（土）・１７日（日）、中野キャンパ
スはグランドいっぱいの来場者でごった返した。今年のテーマは「空」、あの
清々しい空を見れば明日も頑張ろう！と思いませんか？私達もそんな空に
なりたかったのですと実行委員長はいう。そして、澄み切った空のような
気持ちになろうと呼びかけた。 
　会場内は色鮮やかな看板や飾り付けで入場者を迎えた。学生のバザーや
文化部の展示、ステージの様々なイベントで大いに賑わった。１７日の終夜

祭はポイントラリー、広島文教女子大学ダンス
部のピルエットが躍動感溢れるダンスを披露し
た。ビン・ビン！ビンゴ！！！　グアム旅行（ペア）
ご招待を引き当てた人にどよめきが起った。 
　この高城祭に先立つ１１月８日（金）、学生は通
学路などを清掃し、地域の方々の理解と参加を
呼びかけた。 市内パレードでアピール！ 

静かなお茶席は盛大 静かなお茶席は盛大 
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